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われわれが物理的な世界をありのまま知覚している
わけではないことを証明する手段の一つに「錯覚」が
あります。個人差はありますが，多くの方が錯覚を通じ
て意識と外界とのギャップを体感したことがあるでしょ
う。錯覚は驚きに満ちた体験ですが，実はこの錯覚は
乳幼児では起きない（あるいは効果が弱い）ことが近
年報告されています。大人の意識を推し量ることすら
難しいのに，大人とは異なる世界を乳幼児が見ている
としたら，一体彼らはどんな世界を見ているのでしょう
か？

錯覚が起きない乳児たち
まず初めに，生まれて数か月の乳児には知覚の恒常
性という驚異的な能力が備わっていません。この恒常
性は外界を安定して知覚するために重要であり，われ
われの意識外で自動的に処理が行われています。例
えば，友人との買い物中突然雨が降り始めたとき，友
人（もちろん自分も）が陰に入って暗くなったからとい
って，当然ながら別人に変わったとは思いません。この
当然を可能にしているのが恒常性です。われわれは日
常の至る所で起きる些末な変化を無視し，これまでの
経験から外界を推定することで安定した世界を経験し
ています。この恒常性が生後半年未満の乳児には備
わっていないため，大人が気づかない変化に逆に気づ
くことが示されています1。つまり，恒常性がまだ働い
ていない乳児たちからすると，お母さんやお父さんに当
たる光の量が変化するだけで，劇的な見えの変化が起
きているのかもしれません。
こうした現象を踏まえると，改めてわれわれの脳が物
理的な情報を実直に受け取っているわけではなく，あら
かじめ予測を立てて外界を知覚していることが見て取
れます。この推測して知覚する背景には，脳内でのフィ
ードバック処理があります。テストなどで得たパフォー
マンスに対して評価するフィードバックのように，脳の
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中でも情報処理の確認・評価作業がさ
まざまなレベルで行われています。そ
して，このフィードバック処理を介した
情報処理は生後半年以降に確立され
ることが最近の乳児研究から示唆さ
れています。詳細は省きますが，大人
には見えづらい一瞬の顔が生後数か
月の乳児には見えていたり2，大人な
ら誤って統合してしまう情報を正しく
見分けていたりします3。この転換点
にいる乳児の視覚システムを調べるこ
とは，神経機序の解明だけでなく，多種多様な意識経
験の始まりを知る手がかりとなります。

錯覚が起きない子どもたち
　実は錯覚が起きないのは乳児に限ったことではあり
ません。大人でも，周囲ほど錯覚の不思議さを感じら
れず，もどかしい思いをすることがあります。この個人
差の背景にはいくつか要因がありますが，ここでは認知
的な側面，つまり個人の経験や知識に基づいた影響に
焦点を当てます。
　例えば，錯覚とは少し離れるかもしれませんが，風景
の見方には文化差があります。西洋文化圏の人々が
風景の中のメインの物体（前景）を注視する傾向があ
るのに対し，東洋文化圏の人々は周辺の背景をよく注
視することがわかっています4。個を重視する西洋文化
と，集団を大事にする東洋文化での経験が，その人の
風景の見方を変えると考えられています。ちなみに，こ
ういった文化差は表情観察時にも見られ，西洋は口を，
東洋は目を注視しがちになるというデータもあります5。
　上述した経験や知識に基づいて生起するタイプの錯
覚では個人差が現れやすいです。囲まれた円のサイ
ズによって中央の円の大きさが変わって見える「エビ
ングハウス錯視」（図1）は，視覚経験が比較的乏しい
就学前の4～6歳児では起きないことが報告されてい
ます6。ただしこれは西洋文化のデータで，日本と米国
の子どもたちで比較した研究によると，日本の子どもた
ちではエビングハウス錯視が生じることが示されていま
す7。つまり，日本の子どもたちの方が周辺の情報によ
り左右されてしまいます。これらの知見は，観察者の
普段の知覚認知スタイルが錯覚の生起に大きく影響す
ることを示唆しています。もちろん，こうした情報処理

の背景には前項で紹介したような脳内ネットワークがあ
りますが，さまざまな錯覚を用いることで処理のどの段
階で起きるのかを推定できます。

発達の先にある景色
　乳幼児から子どもとみてきたので，その先の発達に
ついても触れておきます。錯覚が生じない段階から，
生じるようになった先ではどのような結果が待ち受けて
いるのでしょうか。若年成人（20～30代）から高齢者
（60～80代）を対象とした研究によると，先に紹介し
たエビングハウス錯視は高齢者では起きにくくなるよう
です8。一見，乳幼児期と同じ状態に戻ったようにもみ
えますが，すべての錯覚が減退するわけではありません。
例えば，同じ横幅の四角形でも高さがある方が細く見
える「height-width錯視」（図2，身体でも起きる）は，
むしろ高齢者の方が強く生じることがわかっています。
同じ錯視であっても，発達段階によって結果が異なるの
は，それぞれ背後にある原因が異なるためであり，非常
に興味深い探究対象です。誌面の制限上，本記事で
は視覚に焦点を当ててきましたが，錯覚は視覚に限ら
ず他の感覚器でも生じるので，関心がある方はぜひ調
べてみてください。

意識の芽生え
われわれの普段意識に上る内容は「当たり前」の情
報処理の上に成り立っています。しかし，今回取り上げ
た錯覚を通して，その当たり前が通じない世界があるこ
とに気づかされます。誰がどのように世界をみている
のかを探ることは，その人の「意識の来歴」を垣間見
ることであり，多種多様な自他の理解につながっていく
のです。

図1 エビングハウス錯視 図2 height-width錯視
（身体バージョン）




